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In this study, we conducted long-distance race classes focusing on competition 
(Takashima et al., 2017) for junior high school students. The purposes of this study 
were to analyze whether students’ attitudes toward long-distance races became more 
positive and the determinants of this change, as well as to consider achievements and 
challenges of the long-distance race classes focusing on competition. The results are 
summarized as follows. (1) The students’ attitudes toward long-distance races became 
more positive, with significant pre-post differences (p<0.05). As a factor behind this 
finding, in the review after the classes, 60% of students responded that “classes were 
enjoyable overall,” so it can be said that they were able to experience the enjoyment of 
competition in the classes. (2) The two methods devised in this study were effective for 
urging students to proactively engage in long-distance race classes. (3) After the classes, 
33% of the students answered, “I don’t like long-distance races.” Thus, it seems that the 
experience of pleasures from competition were insufficient to compensate for the 
physical distress of long-distance races. 
 






グ実施者数は，1998 年から 2016 年までの 18 年












































































































































調査対象は，X 県内の Y 中学校第 1 学年の生徒
80 名（男子 40 名，女子 40 名）とした。調査を
進めるにあたって欠席や見学等でデータの欠損が
生じた生徒 20 名を除いた生徒 60 名（男子 34 名，
女子 26 名）を最終的な調査対象とした。なお，
授業を行ったのは，教師 A（教職歴 2 年）であっ











 1 時間目は質問紙調査を行ったのち，1000m 走
記録測定を行った。 
 2時間目は 1時間目の 1000m走記録測定の結果
を基に 6 人から 7 人の走力別グループの編成を行
った。そして，レース方法の説明と試しのレース
を行った。 




 4 時間目および 5 時間目はチーム選手権と称し
たレースをそれぞれ 2 回行った。なお，2 回のレ
ースの間には，チームによる話し合いの時間を設
けた。 
 6 時間目は 1000m 走記録測定を行ったのち，質
問紙調査を行った。 
表 1 単元計画の概要 




































 1時間目および 6時間目の 1000m走記録測定に




















さを 15m に設定した。そして，3 時間目・4 時間
目・5 時間目は 2 時間目の試しのレースの様相を
基に，自由区間の 25m に変更した。 
 なお，コースの幅を 2 時間目から 3 時間目・4



















った。次に A2 が外周，B2 が内周を走り，最後に
A3 が外周，B3 が内周を走った。なお，1 回のレ
ースではトラックを 3 周と 4 分の 3 周走ることと
した。 
3 時間目・4 時間目・5 時間目では，競走相手と
の駆け引きを主題化とする中で，次のレースにむ
けて体力を温存することを意識させるため，50 分











ために，教師 A と筆者で相談し，次の 2 つのルー
ルを考案した。1 つ目は昇格降格ルール，2 つ目
はチーム選手権である。昇格降格ルールは 2 時間
目および 3 時間目，チーム選手権は 4 時間目およ




































































まる」に 5 点，「ややあてはまる」に 4 点，「どち
らともいえない」に 3 点，「あまりあてはまらな











































回答は単元前 60％から単元後 33％に変化した。 
 








単元前 23％ 17％ 60％ 
単元後 45％ 22％ 33％ 
 
4.2．長距離走授業に対する振り返り 


























60％ 27％ 13％ 
2．昇格降格 
ルール 
72％ 13％ 15％ 
3．チーム 
選手権 


















た S くんと記録が低下した H さんの事例 

































向上した N さんと記録が低下した O さんの事例 


































た T くんと記録が低下した O くんの事例 















 O くんは，単元前後で 1000m 走の記録は低下
し，また愛好的態度も低下した生徒である。単元
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